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発
行
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く
指
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指
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農
村
地
域
防
災
減
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業
計
画
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の
縦
覧
（
農
村
整
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等
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係
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等
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等
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事
項
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…

政
治
資
金
規
正
法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
該
当
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称

等

八
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…
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…

指
定
の
取
消
し
に
係
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等

八

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
百
三
十
五
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

山
口
在
宅
ク
リ
ニ
ッ
ク

山
口
市
赤
妻
町
八
番
二
八
号

令
和
四
、

二
、
二
八

宮
野
薬
局

宇
部
市
文
京
町
一
〇
番
四
〇
号

〃

〃

〃

ア
イ
プ
ラ
ス
薬
局
平
井
店

山
口
市
平
井
二
九
八
の
六

〃

〃

〃

む
さ
し
薬
局

光
市
大
字
岩
田
小
池
東
九
七
八
の
三

〃

〃

〃

ア
イ
プ
ラ
ス
調
剤
薬
局
東
山
店

周
南
市
東
山
町
二
番
三
号

〃

〃

〃

山
口
県
告
示
第
百
三
十
六
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
四
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
医
療
扶
助
の

た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

た
る
も
と
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ

ニ
ッ
ク

宇
部
市
東
須
恵
一
九
六
一
の
一

令
和
四
、

四
、

一

ふ
じ
も
と
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

岩
国
市
尾
津
町
二
丁
目
二
二
番
一
〇
号

〃

〃

四

宮
野
薬
局

宇
部
市
文
京
町
一
〇
番
四
〇
号

〃

三
、

一

ア
イ
プ
ラ
ス
薬
局
平
井
店

山
口
市
平
井
二
九
八
の
六

〃

〃

〃

夏
み
か
ん
薬
局

萩
市
土
原
五
四
三
の
一
八

〃

四
、

〃

む
さ
し
薬
局

光
市
大
字
岩
田
二
三
五
六
の
三

〃

三
、

〃

ア
イ
プ
ラ
ス
調
剤
薬
局
東
山
店

周
南
市
東
山
町
二
番
三
号

〃

〃

〃

セ
ノ
ー
テ
訪
問
看
護
宇
部
山
口

防
府
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

山
口
市
小
郡
花
園
町
一
番
一
二
号

〃

四
、

〃

萩
・
田
万
川
み
た
ら
し
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

萩
市
下
田
万
二
七
三
〇

〃

三
、

〃

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
こ
も

れ
び

周
南
市
城
ケ
丘
四
丁
目
三
五
〇
四
番
二

二
号

〃

二
、

〃

一
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山
口
県
告
示
第
百
三
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
保

安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
予
定
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

萩
市
大
字
明
木
字
雲
雀
山
梅
戸
ノ
浴
一
一
九
七
六
、
字
雲
雀
山
梅
戸
口
一
一
九
七
七
、
字
雲
雀
山

一
一
九
八
〇
、
字
雲
雀
山
梅
戸
一
一
九
八
一
、
一
一
九
八
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

㈠

立
木
の
伐
採
の
方
法

⚑

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

⚒

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
萩
市
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐

期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

⚓

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

㈡

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
山
口
県
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
及
び
萩
市

農
林
水
産
部
林
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

公

告

（
八
二
）
一
般
競
争
入
札
の
実
施

次
の
と
お
り
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

入
札
に
付
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
物
品
等
の
借
入
れ

㈠

物
品
等
の
名
称
及
び
数
量

統
合
原
子
力
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
用
通
信
機
器

一
式

㈡

物
品
等
の
特
質
等

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

㈢

使
用
期
間

令
和
五
年
三
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
二
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

㈣

使
用
場
所

山
口
県
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
災
害
対
策
室
ほ
か
三
箇
所

二

入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

㈠

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百
六

十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

㈡

政
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競

争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
及
び
そ
の
者
を
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使

用
人
又
は
入
札
代
理
人
と
し
て
使
用
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

㈢

県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に
業

務
の
委
託
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並

び
に
資
格
審
査
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
元
年
山
口
県
告
示
第
六
十
二

号
）
又
は
県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に
物
品
等
の
買
入
れ
及
び
借
入
れ
の
契
約

に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
調
達
す
る
物
品

等
の
種
類
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
四
年
山
口
県
告
示
第
二
十
二
号
）
に
基
づ
く
資
格
審
査
に
お

い
て
、
パ
ソ
コ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器
類
に
つ
い
て
物
品
等
の
製
造
の
請
負
並
び
に
物
品
等
の

買
入
れ
及
び
借
入
れ
の
競
争
入
札
参
加
資
格
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

㈣

令
和
四
年
五
月
十
七
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
の
日
に
お
い
て
も
業
務
委

託
及
び
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置
要
領
に
基
づ
く
参
加
停
止
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

三

契
約
条
項
を
示
す
場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課

四

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付

山
口
県
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
に
お
い
て
交
付
す
る
。

五

入
札
書
の
記
載
方
法
、
提
出
場
所
及
び
受
領
期
限

㈠

記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
を
加
算
し
た
金

額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
十
分
の
百
に
相
当
す

二
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る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

㈡

提
出
場
所

山
口
県
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課

㈢

受
領
期
限

令
和
四
年
六
月
二
十
九
日
午
後
五
時
十
五
分
（
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
令
和
四
年
六
月

三
十
日
午
前
十
一
時
）

六

入
札
を
執
行
す
る
場
所
及
び
日
時

㈠

場
所

山
口
市
滝
町
一
番
一
号

山
口
県
総
務
部
三
号
会
議
室

㈡

日
時

令
和
四
年
六
月
三
十
日
午
前
十
一
時

七

入
札
保
証
金

免
除
す
る
。

八

無
効
入
札

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

㈠

入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
が
し
た
入
札

㈡

記
名
の
な
い
入
札

㈢

㈠
及
び
㈡
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

九

落
札
者
の
決
定
方
法

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）
第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

き
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

札
者
と
す
る
。

十

そ
の
他

㈠

契
約
担
当
者

山
口
県
知
事

村
岡

嗣
政

㈡

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

㈢

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要

㈣

契
約
保
証
金

免
除
す
る
。

㈤

こ
の
公
告
後
に
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
一
般
競
争
入
札
の
資
格
審
査
の
申
請

を
す
る
場
合
は
、
令
和
四
年
六
月
二
十
二
日
午
後
五
時
ま
で
に
山
口
県
会
計
管
理
局
物
品
管
理
課

（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

三
九
六
〇
）
に
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

㈥

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
総
務
部
防
災
危
機
管
理
課
（
電
話
〇
八
三－

九
三
三－

二
三
七

〇
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

十
一

Sum
m
ary

⑴

D
ivision
in
charge
ofcontract:D
isaster
Prevention
and
C
risis
M
anagem
entD
ivision,

G
eneral
A
ffairs
D
epartm
ent,Y
am
aguchi
Prefectural
G
overnm
ent

⑵

N
ature
and
quantity
of
the
product
to
be
leased
:T
elecom
m
unication
equipm
entfor

the
Integrated
N
uclear
E
m
ergency
Preparedness
N
etw
ork

⑶

T
erm
of
use:F
rom
M
arch
1,2023
to
F
ebruary
29,2028

⑷

Place
of
use:D
isaster
risk
m
anagem
entroom
,D
isaster
Prevention
and
C
risis
M
ana-

gem
ent
D
ivision,G
eneralA
ffairs
D
epartm
ent,Y
am
aguchiPrefecturalG
overnm
entand

3
other
places

⑸

D
ivision
in
charge
of
procurem
ent
and
contact
point
for
the
notice:
D
isaster
Pre-

vention
and
C
risis
M
anagem
entD
ivision,G
eneralA
ffairs
D
epartm
ent,Y
am
aguchiPre-

fectural
G
overnm
ent,1-1
T
akim
achi,Y
am
aguchi
C
ity
(T
el
083-933-2370)

⑹

T
im
e-lim
itfor
tender:5
:15
P.M
.June
29,2022
(In
case
ofbringing
a
tender:11
:00

A
.M
.June
30,2022)

（
八
三
）
一
般
競
争
入
札
の
実
施

次
の
と
お
り
地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成

七
年
政
令
第
三
百
七
十
二
号
）
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

入
札
に
付
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
業
務
の
委
託

㈠

業
務
の
名
称
及
び
数
量

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
の
精
密
機
器
等
の
運
送
業
務

一
式

㈡

業
務
の
内
容

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

㈢

履
行
期
間

契
約
締
結
の
日
の
翌
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
二
十
九
日
ま
で
の
間

㈣

履
行
場
所

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
に
よ
る
。

二
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二

入
札
参
加
資
格

入
札
に
参
加
で
き
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。

㈠

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
。
以
下
「
政
令
」
と
い
う
。
）
第
百
六

十
七
条
の
四
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

㈡

政
令
第
百
六
十
七
条
の
四
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競

争
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
者
及
び
そ
の
者
を
代
理
人
、
支
配
人
そ
の
他
の
使

用
人
又
は
入
札
代
理
人
と
し
て
使
用
す
る
者
で
な
い
こ
と
。

㈢

県
が
発
注
す
る
物
品
等
の
製
造
の
請
負
、
物
品
等
の
買
入
れ
、
借
入
れ
及
び
売
払
い
並
び
に
業

務
の
委
託
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
並

び
に
資
格
審
査
申
請
の
時
期
及
び
方
法
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
元
年
山
口
県
告
示
第
六
十
二

号
）
又
は
県
が
発
注
す
る
業
務
の
委
託
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
又
は
指
名
競
争
入
札
に
参
加

す
る
者
に
必
要
な
資
格
及
び
調
達
す
る
特
定
役
務
の
種
類
等
に
関
す
る
告
示
（
令
和
四
年
山
口
県

告
示
第
二
十
一
号
）
に
基
づ
く
資
格
審
査
に
お
い
て
、
貨
物
運
送
に
つ
い
て
業
務
の
委
託
の
特
Ａ

の
等
級
に
格
付
さ
れ
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
。

㈣

令
和
四
年
五
月
十
七
日
か
ら
同
年
七
月
一
日
ま
で
の
間
の
い
ず
れ
の
日
に
お
い
て
も
業
務
委
託

及
び
物
品
調
達
等
に
係
る
競
争
入
札
等
参
加
停
止
措
置
要
領
に
基
づ
く
参
加
停
止
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

三

契
約
条
項
を
示
す
場
所

山
口
市
大
内
氷
上
一
丁
目
一
番
一
号

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課

四

入
札
説
明
書
及
び
仕
様
書
の
交
付

令
和
四
年
五
月
十
七
日
午
前
九
時
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
午
後
五
時
ま
で
の
間
、
山
口
県
農
林
総

合
技
術
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
の
精
密
機
器
等
の
運
送

業
務
の
一
般
競
争
入
札
の
実
施
」
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
。

五

入
札
書
の
記
載
方
法
、
提
出
場
所
及
び
受
領
期
限

㈠

記
載
方
法

落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
、
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
に
当
該
金
額
の
百
分
の
十
に
相
当
す

る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
こ
れ
を
切
り
捨
て
る
。
）
を
加
算
し
た
金

額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る
の
で
、
入
札
者
は
、
見
積
も
っ
た
金
額
の
百
十
分
の
百
に
相
当
す

る
金
額
を
入
札
書
に
記
載
す
る
こ
と
。

㈡

提
出
場
所

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課

㈢

受
領
期
限

令
和
四
年
六
月
三
十
日
午
後
五
時
（
入
札
書
を
持
参
す
る
場
合
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
午
前

十
時
）

六

入
札
を
執
行
す
る
場
所
及
び
日
時

㈠

場
所

山
口
市
大
内
氷
上
一
丁
目
一
番
一
号

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
一
階
第
一
会
議
室

㈡

日
時

令
和
四
年
七
月
一
日
午
前
十
時

七

入
札
保
証
金

免
除
す
る
。

八

無
効
入
札

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
入
札
は
、
無
効
と
す
る
。

㈠

入
札
参
加
資
格
の
な
い
者
が
し
た
入
札

㈡

記
名
の
な
い
入
札

㈢

㈠
及
び
㈡
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
入
札
に
関
す
る
条
件
に
違
反
し
た
入
札

九

落
札
者
の
決
定
方
法

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）
第
百
五
十
四
条
の
規
定
に
基
づ

き
定
め
ら
れ
た
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
者
を
落

札
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
政
令
第
百
六
十
七
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
者
を
落

札
者
と
せ
ず
、
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を
行
っ
た
他
の
者
の
う

ち
、
最
低
価
格
を
も
っ
て
入
札
を
行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
。

十

そ
の
他

㈠

契
約
担
当
者

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

久
田

恒
夫

㈡

契
約
手
続
に
お
い
て
使
用
す
る
言
語
及
び
通
貨

日
本
語
及
び
日
本
国
通
貨

㈢

契
約
書
の
作
成
の
要
否

要

㈣

入
札
参
加
資
格
の
要
件
の
確
認
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
書
類
を
令
和
四
年
六
月
十
日
午
後
五
時

ま
で
に
山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課
に
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
そ
の
確
認
結
果
を

記
載
し
た
書
面
を
令
和
四
年
六
月
十
六
日
ま
で
に
発
送
す
る
。

⚑

入
札
参
加
予
定
申
請
書

⚒

契
約
実
績
一
覧
表

㈤

契
約
保
証
金

免
除
す
る
。

㈥

こ
の
公
告
後
に
、
当
該
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
一
般
競
争
入
札
の
資
格
審
査
の
申
請

を
す
る
場
合
は
、
令
和
四
年
六
月
九
日
午
後
五
時
ま
で
に
山
口
県
会
計
管
理
局
会
計
課
（
電
話
〇

四
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八
三－

九
三
三－

三
九
一
五
）
に
申
請
書
を
提
出
す
る
こ
と
。

㈦

詳
細
に
つ
い
て
は
、
山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
総
務
課
（
電
話
〇
八
三－

九
二
七－

〇

二
一
一
）
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。

十
一

Sum
m
ary

⑴

D
ivision
in
charge
of
the
contract:
A
griculture
and
F
orestry
G
eneral
T
echnology

C
enter,Y
am
aguchi
Prefectural
G
overnm
ent

⑵

N
ature
ofthe
quantity
ofthe
services
to
be
required
:T
ransportservice
ofprecision

m
achines
and
other
devices
belonging
to
A
griculture
and
F
orestry
G
eneralT
echnology

C
enter,Y
am
aguchi
Prefectural
G
overnm
ent
(as
show
n
in
the
specification)

⑶

T
erm
of
the
contract:F
rom
the
day
after
the
contract
through
M
arch
29,2023

⑷

place
of
perform
ance:B
y
the
directions
of
the
tender
and
the
specification

⑸

C
enter
in
charge
ofthe
procurem
entand
C
ontactpointfor
the
notice:A
griculture
and

F
orestry
G
eneralT
echnology
C
enter,Y
am
aguchiPrefecturalG
overnm
ent,1-1-1
O
uchi

H
ikam
i,Y
am
aguchi
C
ity
(T
el.083-927-0211)

⑹

D
eadline
for
tender
subm
ission
:5
:00
P.M
.,June
30,2022
(If
brought
in
person
:

10
:00
A
.M
.July
1,2022)

（
八
四
）
県
営
千
人
塚
二
号
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
縦
覧

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
県
営

千
人
塚
二
号
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
を
行
う
た
め
の
土
地
改
良
事
業
計
画
を
定
め
た
の
で
、
同

条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
し
ま
す
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

縦
覧
に
供
す
る
書
類

県
営
千
人
塚
二
号
地
区
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
計
画
書
の
写
し

二

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
五
月
十
八
日
か
ら
同
年
六
月
六
日
ま
で

三

縦
覧
の
場
所

山
口
県
農
林
水
産
部
農
村
整
備
課

（
八
五
）
基
本
測
量
の
実
施

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
航
空
レ
ー
ザ
測
量
）

二

作
業
の
地
域

下
関
市
、
宇
部
市
、
山
口
市
、
萩
市
、
防
府
市
、
下
松
市
、
長
門
市
、
美
祢
市
及
び
山
陽
小
野
田

市
三

作
業
の
期
間

令
和
四
年
六
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

（
八
六
）
基
本
測
量
の
実
施
の
終
了

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省

国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
の
実
施
を
終
了
し
た
旨
の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

作
業
の
種
類

基
本
測
量
（
国
土
広
域
情
報
修
正
）

二

作
業
の
地
域

山
口
県
全
域

三

作
業
の
期
間

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

選
挙
管
理
委
員
会

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
五
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
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令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の

名
称

代
表

者
会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

そ
の
他
の

事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

氏
名
公
職
の
種
類

国
民
民
主
党

山
口
県
総
支

部
連
合
会

大
内
一
也
参
議
院
議
員
大
内
一
也
周
南
市
新
地
町
15番
23号

政
治
資
金
規

正
法
第
19条

の
７
第
１
項

第
１
号
に
係

る
国
会
議
員

関
係
政
治
団

体

令
和
４
、
３
、
31

政
治
団
体
の

名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
項

備
考

（
届
出

年
月
日 ）

木
原
愛
子
後
援
会
木
原
ア
イ
木
原
智
成
下
松
市
大
字
東
豊
井
1941

の
７

令
和
４
、

３
、
１

く
り
ば
や
し
正
後

援
会

栗
林

正
栗
林
愛
実
山
口
市
下
竪
小
路
74の
７

〃
〃
４

女
性
議
員
を
増
や

す
会

石
村
牧
世
北
村
良
子
〃

大
内
問
田
５
丁
目

４
番
12号

〃
〃
８

内
藤
ひ
ろ
し
後
援

会
内
藤

博
内
藤

恵
下
関
市
豊
浦
町
大
字
宇
賀

8220
〃
〃
17

前
野
弘
明
を
励
ま

す
会

前
野
弘
明
前
野
佳
子
岩
国
市
通
津
1951の

10
〃
２
、
23

米
本
太
郎
後
援
会
間
野
信
行
米
本
文
明
山
口
市
下
小
ḉ
3961

〃
３
、
１

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
六
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
政
治
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

自
由
民
主
党
岩
国
支
部

寺
園
久
恵
会
計
責
任
者
村
井
圭
太
郎

松
村
昌
夫

令
和
４
、

１
、
１

自
由
民
主
党
豊
浦
支
部

髙
瀬
利
也
〃

林
透

戸
澤
昭
夫

〃
〃
10

自
由
民
主
党
山
口
県
自
動
車
販

売
支
部

小
川
秀
夫
代
表
者
小
川
秀
夫

上
野
龍
之
介

〃
２
、
18

自
由
民
主
党
山
口
県
水
産
支
部
森
友

信
会
計
責
任
者
白
石
隆
幸

山
田
歳
彦

〃
３
、
11

自
由
民
主
党
大
和
支
部

林
節
子
代
表
者
林

節
子

熊
野
茂
公

〃
２
、
27

事
務
所
光
市
大
字
三
輪

1988の
３

光
市
大
字
岩
田

2340

日
本
共
産
党
山
口
県
西
部
地
区

委
員
会

吹
上
政
子
代
表
者
吹
上
政
子

片
山
房
一

令
和
３
、

12、
12

有
近
ま
ち
こ
後
援
会

田
中
雅
史
〃

田
中
雅
史

勝
村
靖
夫

令
和
４
、

３
、
15

池
田
ゆ
た
か
後
援
会

池
田

豊
事
務
所
防
府
市
中
央
町

４
番
１
号

防
府
市
惣
社
町

１
番
42号

〃
〃
１

伊
藤
ひ
と
し
後
援
会

山
根
淳
一
会
計
責
任
者
伊
藤
俊
子

山
根
正
治

〃
〃
13

お
な
か
ま
の
会

古
谷
俊
之
〃

木
下

空
大
坪
公
輔

令
和
３
、

11、
〃

木
佐
木
大
助
後
援
会

吹
上
政
子
代
表
者
吹
上
政
子

片
山
房
一

〃
12、
12

政
治
結
社
大
日
本
興
友
会

酒
見

彰
事
務
所
下
関
市
彦
島
迫

町
３
丁
目
６
番

30号

下
関
市
細
江
町

２
丁
目
６
番
２

号
令
和
４
、

３
、
24

瀧
川
勉
後
援
会

山
根
康
夫
代
表
者
山
根
康
夫

吉
野
政
秋

〃
１
、
１

竹
村
か
つ
し
若
獅
子
会

丸
山
敬
喜
国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

国
会
議
員
関
係

政
治
団
体
以
外

の
政
治
団
体

政
治
資
金
規
正

法
第
19条
の
７

第
１
項
第
２
号

に
係
る
国
会
議

員
関
係
政
治
団

体

〃
３
、
〃

つ
ね
ま
つ
恵
子
後
援
会

小
柳
朋
治
事
務
所
山
陽
小
野
田
市

大
字
有
帆
920

の
１

山
陽
小
野
田
市

大
字
西
高
泊

676の
３

〃
〃
25

西
中
忍
後
援
会

田
村
義
治
代
表
者
田
村
義
治

林
理
一
郎

〃
２
、
20
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西
本
け
ん
じ
ろ
う
後
援
会

山
本
幸
示
〃

山
本
幸
示

福
本
武
文

〃
３
、
25

林
さ
ぶ
ろ
う
後
援
会

安
本
政
男
〃

安
本
政
男

林
三
郎

〃
〃
１

藤
沢
こ
う
じ
を
支
援
す
る
会

藤
沢
宏
司
会
計
責
任
者
大
園
正
則

國
居
十
光

〃
〃
16

丸
茂
い
く
お
後
援
会

秋
本
和
政
事
務
所
岩
国
市
三
笠
町

１
丁
目
４
番
25

号

岩
国
市
三
笠
町

１
丁
目
６
番
13

号
平
成
31、
１
、
11

み
や
も
と
て
る
み
後
援
会

打
道

匠
代
表
者
打
道

匠
宮
元
照
美

令
和
４
、

〃
１

柳
井
民
社
協
会

藤
沢
宏
司
会
計
責
任
者
大
園
正
則

國
居
十
光

〃
３
、
16

山
口
県
獣
医
師
連
盟

田
中
尚
秋
〃

酒
井

理
福
島
和
彦

令
和
３
、

６
、
13

山
口
県
柔
道
整
復
師
連
盟

藤
本
義
秀
〃

若
月
宏
之

鳥
居

茂
〃
５
、
23

山
近
和
浩
後
援
会

山
近
和
浩
事
務
所
光
市
岩
狩
１
丁

目
10番
12号

光
市
三
井
６
丁

目
15番
５
号

令
和
４
、

３
、
20

山
根
え
い
こ
後
援
会

森
山
文
敏
代
表
者
森
山
文
敏

早
稲
田
祥
太
郎
〃
〃
10

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
七
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
解
散
等
に
係
る
政
治
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

政
治
団
体
の
名
称

代
表
者
の

氏
名

会
計
責
任

者
の
氏
名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

解
散

年
月
日

立
憲
民
主
党
山
口
県
第
１

区
総
支
部

大
内
一
也
岩
本

晋
周
南
市
梅
園
町
２
丁
目
52番
３
号

令
和
４
、

２
、
18

明
る
く
元
気
な
萩
市
を
つ

く
る
会

山
本
百
合
生
柴
田
和
則
萩
市
大
字
上
五
間
町
50の
１

〃
３
、
１

明
日
の
山
口
県
を
創
る
会
片
山
德
五
郎
藤
原
賢
一
宇
部
市
大
字
西
岐
波
4705

令
和
３
、

12、
31

氏
永
東
光
後
援
会

金
光
弘
成
大
田
修
己
山
口
市
嘉
川
2271

〃
〃
〃

小
野
泰
後
援
会

小
野

泰
田
所
淳
三
山
陽
小
野
田
市
大
字
西
高
泊
1787の

13
〃
〃
〃

水
津
お
さ
む
後
援
会

松
山
忠
次
水
津
文
江
〃

大
字
福
田
614

〃
〃
〃

杉
本
保
喜
後
援
会

塩
田
賢
二
杉
本
多
恵
子
〃

高
千
帆
１
丁
目
10番
９

号
〃
〃
20

前
野
弘
明
後
援
会

前
野
弘
明
前
野
佳
子
岩
国
市
通
津
1951の

10
〃
〃
25

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
八
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体

の
届
出
を
し
た

者
の
氏
名

公
職
の
種
類

資
金

管
理

団
体

備
考

(

)

指
定

年
月
日

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

代
表
者
の
氏
名

木
原
ア
イ
下
松
市
議
会

議
員

木
原
愛
子
後
援
会
下
松
市
大
字
東
豊
井
1941の

７
木
原
ア
イ
令
和
４
、

３
、
１

栗
林

正
山
口
市
議
会

議
員

く
り
ば
や
し
正
後

援
会

山
口
市
下
竪
小
路
74の
７

栗
林

正
〃
〃
４

前
野
弘
明
岩
国
市
議
会

議
員

前
野
弘
明
を
励
ま

す
会

岩
国
市
通
津
1951の

10
前
野
弘
明
〃
〃
１

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
五
十
九
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
資
金
管
理
団
体
の
異
動
事
項
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体

の
届
出
事
項
の

異
動
の
届
出
を

し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

異
動
事
項

異
動

内
容

備
考

(

)

異
動

年
月
日

新
旧

七
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山
近
和
浩

山
近
和
浩
後
援
会

事
務

所
光
市
岩
狩
１
丁

目
10番
12号

光
市
三
井
６
丁

目
15番
５
号

令
和
４
、

３
、
20

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
同
項
第
二
号
に
該
当
す
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金

管
理

団
体

の
名

称
備

考

(

)

資
金
管
理
団
体
で
な

く
な
っ
た
年
月
日

小
野

泰
小
野
泰
後
援
会

令
和
３
、
12、
31

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
六
十
一
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

が
あ
っ
た
指
定
の
取
消
し
に
係
る
資
金
管
理
団
体
の
名
称
等
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

令
和
四
年
五
月
十
七
日

山
口
県
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

秋

本

泰

治

資
金
管
理
団
体
の
指
定

の
取
消
し
の
届
出
を
し

た
者
の
氏
名

資
金

管
理

団
体

の
名

称
備

考
（
取
消
年
月
日
）

前
野
弘
明

山
口
の
未
来
を
よ
く
す
る
会

令
和
４
、
２
、
28

令
和
四
年
五
月
十
七
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

令
和
四
年
五
月
十
七
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事
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